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1.はじめに

C棟6階はJ[;蝦血管呼吸器タ博靭繭索であり、対象となる

疾愚問喫煙による発症リスクが非常に高凡そのため病棟

で出関重していた患者に対して、週蕗パンフレットを用い

て退院前に禁煙指導を行っている。しかし、術前から咳擁

している患者は術後も寧鰹を継続していることがあり、予

後に影響を与える要因となっている。先釘研究では、当病

棟で有効な術後の禁轡哲導に関する研噴訪叩Pなカ￥った。そ

こで術後の禁埋指導の充実を目的として、嘆鰹している患

者の締官・術後の禁樫・喫煙についての意識や現状を調査

し、現行の指導の関誌紳今後の課題を櫛サしたので、こ

こに報告する。

n.方法

当樹束に手術目的で入院したJ[;蝦血管問吸器外科患者の

うち、入随時もしくは入院1ヶ月前ま下関重していた患者

に対し、術前および入院1ヶ月後にアンケートを実施し丸

(以下、各々 「術前アンケ}トJr術後アンケートjとする)

調査湖間は却10年 11月18日~詑月 22日で、倫甜酒己

慮として協力は自由怠古であること、結果は個人が特定さ

れず、研究目的以外に使用しないこと、集言{後出裏付記

破棄することを説明した。以上の内容は当院看護部・看護

研究倫理委員会で承認を得た

ill.結果

調査淵間内に入院した患者 20名中、アンケートが実施

出来たのは1名のみであった。

A氏男性 50代右上葉瞬績に対して胸腔競下右上

葉部分切除縦主10代後半から16"'25が日の関車華あり。

主相関車理由は、口さびしU崎中イライラした賎同居家

族の中に壊鰹者はいなしL禁煙歴なし。

締官アンケ}トでは、禁煙についての興味の有無は3段
階のうち fどちらでもなしV、自身の疾患と哩鰹の関係につ

いては「翻耐匂「癌のリスクJr，肺炎、疾の朝日、さま

ざまな呼吸への影響Jに回答し、入院を機に菊壁ずる意思

が「あるj と匪障害していた。ニコチン依存度テストでは、

依存度は3騨皆のうち「艶邑jであった。

術表アンケ」トでは、 i島完後の梨纏獣況は「禁煙できて

いるJ、現在の喫煙歎求は5段階のうち「全く吸いたいと思

わないJ、退院持パンフレットの禁輝指導の有刻生について

は5段階のうち「どちらでもな川と巨熔していた

N.考察

A氏は、疾患と壊鰹との関関生を知っていながら、見続

当日まで喫煙していた。これは禁煙への興味より、口寂し

さやイライラなどの心理的要因が上回った故の喫智行動と

言える。川上は「ストレス要因や心理的なストレス即臼ま

禁鯉を困難にするj と述べている。しかし、術後は「禁煙

できているJ、喫煙欲求は「まったくないjと返答しており、

術前・術後で、禁煙への意識が変化していた対宰らは「曙

疾量の減少と気道¢繊右聾動の巨腹ヰ安趨の過敏性の改善

には2--6週間協記要Jと述べている。 A氏は術後、気道浄

イ邸正常でな川繍に、強し唱胸高で瞬噸が困難、自己排

疾で、きず鼎狙村吸引が必要だった。封拘束に苦労した経験を

通し、禁煙ハの意識カヰ締官と術麦で変化したと考える。

また、 A氏出邸完後も禁煙できていたが、当病棟羽島涜

パンフレットの禁煙指導は、喫煙が及ぼすリスクについて

のみで、 A氏にとっては摂如併脊報であり、新たな先識を

提供する機会とならなかった。更には禁煙がもたらすメ

リットや、禁漣への意欲を心酒拘に支援する内容、喫煙を

代替するよう梯齢制能な対究舷方次知し、週開時パンフ

レットの有効!生が明確でなし糖果になった。このことから、

パンフレットD背駒場轍縛に個別企勧献すること

で、より患者カ浸容でき、有効性が高まると考えられる。

近年、短縮化する入院期間中の看護介入では、根付いた

生活習慣ヰ考え方に変化をもたらすことは難ししL禁煙ガ

イドライン ω10斑珊では r3か月後には再喫煙の可

能性が高いj と揖唱されている。禁煙に成功した患者の努

力を長期拘に支持するためにも、外来も含め、長期拘に支

援体制をとることカ濯まししLまた、禁漣によるストレス

を一人で抱えこまないために、共繭句態度で接するととも

に、患者の家族にも協力を得られるよう、指導対象を家族

にも拡げることが望ましい。

v.結論

.A氏のニコチン依存度は「部重Jであり、喫煙にゆ心理

由場摘が最簿していたが、手術を機こ腰鰹に対する意識

が変化した。

・退院持パンフレットに実縄を組鍛できる個別的な対処法

を含めることが重要である。

-禁煙を成功させるにi主家族も含めぽ酌サポートを継

続する必要がある。

VI.おわりに

今回の研究は対象者が1名のため、結果的問跡蝉樹と、

なり、分析には杢らなかった今後も組欄旬こ研究し、多

くの対象を検討することで、より患者の個別生を加味した

繋語読縛を充実させた川
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